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JS�Callとは
JS�Callは、KÙJT（Joe	Taylor）が開発した微弱信号モードFT�の頑健性と、
メッセージング‧ネットワークプロトコル層を組み合わせた実験的ソフトウェア
です。微弱信号条件下で運⽤するアマチュア無線局同⼠をつなぐことを⽬的とし
たオープンソースソフトウェアで、以下の機能を備えています。
リアルタイムのキーボード対キーボード通信
蓄積型メッセージ（受信箱∕Inbox）
メッセージの中継（リレー）
局の⾃動アナウンス（ビーコン的な機能）

WSJT-X、Fldigi、FSQCallから強い影響を受けて開発されました。ライセンスは
GPLvØで、完全にオープンソース‧フリーソフトウェアです。

開発の歴史（概略）
2017年7⽉:	Jordan(KNÑCRD)がFT�プロトコルを改造してロングフォーム
（⻑⽂）QSOを実現するアイデアをWSJT-Xメーリングリストに投稿。
2017年8⽉:	WSJT-Xを改造し、既存のFT�プロトコルでロングフォームQSO
をサポートする試作を実施。
2018年1⽉〜2⽉:	独⾃インターフェースを持つロングフォームQSOアプリの
設計を開始。FSQを使った実験を経て「FT�Call」の構想が誕⽣。
2018年2⽉:	KÙJT（Joe	Taylor）に対し、ロングメッセージ機能をWSJT-Xに
統合するアイデアを打診。Joeからは「現時点で興味は薄いが、新しいこと
に挑戦するのを妨げるつもりはない」との返信あり。
2018年3⽉:	FT�Callの設計⽂書を公開。
2018年7⽉〜:	バージョン0.0.1から順次リリースを重ね、テスターの数は数
百⼈規模から万⼈単位へ拡⼤。
2018年10⽉:	バージョン0.7にてモード名が「JS�」、アプリ名が
「JS�Call」に変更。
2019年4⽉:	バージョン1.0.0にて⼀般公開（Public	Release）。
2019年11⽉〜12⽉:	バージョン2.0.0でFast/Turbo（⾼速）モード、2.1.0で
Slow（低速）モードを導⼊。
2020年6⽉:	バージョン2.2.0公開。
2025年11⽉:	バージョン2.4.0が「JS�Call-improved」としてリリース。
Windows版のOmniRigサポートを廃⽌、Fortranコードを除去。
2026年1⽉:	バージョン2.5.0公開、名称が再び「JS�Call」に戻る。
開発中:	バージョン3.0.0（機能追加‧不具合修正リリース）。

注意事項（ライセンスと名称の由来）
JS�CallはWSJT-Xの派⽣物であり、独⾃のFSK変調⽅式「JS�」を⽤いてメッ
セージ通信ができるよう再構築‧再設計されたものです。WSJT-X開発チームの
公式サポートや承認を受けたものではありません。WSJT-Xの著作権は原開発
チームに帰属しますが、JS�CallはGPLvØライセンスの下で公開される派⽣作品
です。ソースコードの改変版は	GitHub	の	JS8Call-improved	リポジトリで公開
されています。
名称の由来:	-	元々「FT�Call」という名前でしたが、後に改称されました。	-
「JS�」は独⾃の8-FSK変調⽅式（Jordan	Sherer設計の8値FSK）を指す、いわ
ば無線伝送層の名前です。	-	その上に「Directed	Calling（指向性呼び出し）」
というプロトコル層が重なっています。	-	つまり「JS�」＋「Directed	Calling」
＝「JS�Call」というわけです。	-	アプリ名:	JS�Call	-	モード名:	JS�



ダウンロードとインストール
対応プラットフォーム:
Linux	(ARMÖÑ	/	x�Ö_ÖÑ)
Windows	(x�Ö_ÖÑ、Windows	ÙÕ/ÙÙが公式サポート対象。ただしXPまで動
作実績あり)
Mac	OS	(Apple	Silicon版	/	Intel版。Universal版は⾮推奨化が進んでいるた
め、Intel	Macは*.Intel.dmgを使⽤推奨)
Android

各種ビルドはGitHubのリリースページから⼊⼿可能です（Linux⽤
は*.AppImage、Windows⽤は*installer.exe、Apple	SiliconMac⽤
は*.AppleSilicon.dmg、IntelMac⽤は*.Intel.dmg）。ソースコードも公開され
ています。

はじめに（セットアップの基礎）

クロック同期（時刻合わせ）
JS�Callのデコーダーは送信ウィンドウ（15秒枠）に同期して動作するため、正
確な時計が重要です。UTCから2秒以上ズレると⾃分の局でデコードできなくな
る可能性があります。インターネット‧NTP‧GPSなど、できるだけ正確な時刻
源を使うことが推奨されます。
外部の正確な時刻源が使えない場合のために、⾃動∕⼿動のクロックドリフト調
整機能が⽤意されており、⽬視や⽿で確認した信号のタイミングに⾃分の内部時
計を合わせることができます。
ポイント:	正確な時刻そのものより、送信ウィンドウ（15秒‧10秒‧6秒など）
の開始タイミングに±2秒程度で同期していることが重要です。他局のドリフト
表⽰から⼿動で合わせることもできます。コールサイン⼀覧の右クリックメ
ニューにある「Jump	to	X	ms	drift	time」機能を使うと、あえて⾃局の時計を他
局に合わせてズラすことも可能です。

USB（上側波帯）のみ対応
すべてのバンドでリグを	USB（上側波帯）モードに設定してください。LSB（下
側波帯）のままだと信号が反転してデコードできません。

デューティサイクル
JS�変調は⼀定包絡線‧フルデューティの変調⽅式で、通常速度では12.6秒フ
レームで送信します。フレーム間の無⾳時間を考慮すると、実効デューティ⽐は
以下の通りです。
Normal	/	Slow:	約84%（15秒枠中12.6秒、30秒枠中25.28秒）
Fast:	約79%（10秒枠中7.9秒）
JS�	ÑÕ（旧Turbo）:	約65%（6秒枠中3.95秒）
JS�	ÖÕ（Ø.Õ以降の実験的モード）:	約75%（4秒枠中3秒。CPU負荷が⾼く不
安定な場合あり）

フルデューティのデジタル送信に関するリグメーカーの出⼒制限を確認し、迷っ
たら定格出⼒の50%程度に抑えてファイナル段を保護することが推奨されます。

オーディオレベル
⼊出⼒の⾳量設定は送受信品質に直結します。⾼すぎると歪み、低すぎると変調
∕復調ができません。



出⼒とALC:	ALCを作動させない範囲で、送信機を⼗分に駆動できる最低限の
⾳量に設定するのが基本です。⾳量を上げすぎるとALCがトーンを歪ませ、
他局がデコードできなくなります。
⼊⼒とAGC:	良好なデコードのためにはAGCをオフ（またはFast）にし、アプ
リ内の信号メーターで概ね30〜40dB程度になるよう⼊⼒レベルを調整しま
す。強信号時はアッテネーターの活⽤も検討してください。

JS�Callの操作
FSQ、Fldigi、WSJT-Xの経験があればすぐに慣れる操作感です。JS�Call	はJS�
変調のメッセージを使い、⻑い⾃由⽂メッセージを複数の連続した送信サイクル
（フレーム）に分割し、フレーム間に数秒の無⾳を挟んで送信します。

モード速度
2.0でFast/Turboの2種類の⾼速モードを追加、2.1でSlowモードを追加。
3.0以降でJS�	ÖÕを新設し、「Turbo」は「JS�	ÑÕ」に改称。

モード名 周期 帯域幅 速度⽬安 感度
Slow 30秒 ÔǥHz �WPM -Ô�dB
Normal 15秒 ǥÕHz ÙÖWPM -ÔÑdB
Fast 10秒 �ÕHz ÔÑWPM -ÔÕdB
JS�	ÑÕ（旧Turbo） 6秒 ÙÖÕHz ÑÕWPM -Ù�dB
JS�	ÖÕ（Ø.Õ以降‧実験的） 4秒 ÔǥÕHz ÖÕWPM -ÙÖdB

⾼速モード（JS�	ÑÕ‧JS�	ÖÕ）ではHeartbeat（HB）ネットワーク機能が使⽤
できません。これらはMSG送信よりも、良好なコンディション下での快適なキー
ボードQSO向けです。
運⽤のコツとして、まずNormalでQSOを始め、コンディションが良ければ⾼速
モードへ「アップグレード」する、という流れが想定されています。CPUに余裕
があれば、モードメニューからMULTI（全モード同時デコード）を有効にしてお
くのが⼀般的です。相⼿が別速度に切り替えても取りこぼしません。

バンドアクティビティとコールアクティビティ
左側にバンドアクティビティ（受信した信号⼀覧）、右側にコールアクティ
ビティ（聞こえている局のコールサイン⼀覧）が表⽰されます。
コールアクティビティでは、応答してきた局に★マーク、CQを出している局
（5分間）に☎マーク、⾃局宛のメッセージを残している局に⚑マークが表
⽰されます。⚑局は右クリックの「Show	Message	Inbox」でメッセージを
確認できます。
距離‧⽅位はメイデンヘッド‧グリッドロケーターの先頭6桁から概算され
ます（あくまで「範囲」の近似値。最⼤12桁まで対応しますが精度は近似の
ままです）。

ウォーターフォール
画⾯下部のウォーターフォールで受信オーディオ帯域内の信号を確認でき、ク
リックすることで⾳声周波数オフセットを設定できます。選択したオフセットを
リグのパスバンド中⼼に合わせるようVFO（QSY）を動かす機能もあり、狭帯域
フィルターの活⽤や⾮線形パスバンドのリグに便利です。ウォーターフォールコ
ントロール（View→Show	Waterfall	Controls）から表⽰設定‧フィルタリン
グ‧タイミング調整（他局への時刻同期）が可能です。

メッセージ⼊⼒



上部の⻩⾊いテキストボックスには、⾃分の周波数オフセット上のメッセージ、
または⾃局宛のメッセージ（⾃分のコールサインが含まれる指向性メッセージ）
が表⽰されます。下部の⽩い欄に送信メッセージを⼊⼒します。
標準FT�の⽂字制限はなく、印字可能な⼤⽂字ASCII全般とLatin-Ùの拡張⽂字が
使⽤できます。⽂字は使⽤頻度に応じた可変⻑エンコードのため、よく使う⽂字
ほど短く、特殊⽂字ほど⻑い時間で送信されます。
⼊⼒中は送信ボタンに送信完了までの所要時間が表⽰され、送信中は残り時間が
更新されます。2.0以降はタイプアヘッド（送信中にメッセージを続けて⼊⼒で
きる機能）に対応しますが、チェックサム付きのMSGやリレーメッセージには
使えません。
3.0からは、⼊⼒中のメッセージ内の構造（宛先コールサイン、リレー経路、グ
ループコールサイン、コマンドなど）を⾊付きの「ピル」表⽰でハイライトする
機能が既定で有効になっています（Settings→UI→Compositionで無効化可
能）。
この独⾃の可変⻑エンコードのため、JS�Callのメッセージは	WSJT-X	ではデ
コードできません（逆も同様）。

メッセージの種類
メッセージは⼤きく3種類あります。
1.	 標準メッセージ（⾃由⽂）:	コールサインや指向性コマンドで始まらない⾃
由⽂。相⼿が⾃分の受信オフセットを送信オフセットの±10Hz以内に合わせ
ている場合のみ表⽰されます（Olivia、RTTY、PSKなどと似た仕組み）。

2.	 指向性メッセージ:	送信メッセージの先頭に⾃動的に⾃局コールサインが付
加される特別な送信形式（FSQCallに類似）。同じパスバンド内であれば、
周波数オフセットが違っても受信可能です。指向性メッセージを送るには、
受信局のコールサインをメッセージ先頭の単語にするか、受信⼀覧からコー
ルサインを選択して⾃動付加させます。メッセージ末尾には送信終了を⽰す
特殊記号（♢）が表⽰され、これによって相⼿は「送信が完了した」ことが
視覚的にわかります（設定でカスタマイズ可）。⾃局宛（および@ALLCALL
宛）の指向性メッセージは上部の受信ウィンドウに表⽰されます。指向性
メッセージの受信中（最初のフレームを受信した後）は、AUTOがオンで
も、そのメッセージの受信完了か1分程度のタイムアウトまでコマンドへの
⾃動応答を⾏いません。

3.	 グループメッセージ:	CQやHeartbeat（HB）を通じて@ALLCALLや@HBなどの
グループ宛コールサインに局の存在を知らせる特殊な指向性送信です。特定
の個別局宛ではなく、グループ宛に送られます。

@ALLCALL

誰でも受信できるメッセージを送るための特別なグループコールサインです。
例:

@ALLCALL	HELLO	NET	PSE	QSY	14300

→	送信時は	KN4CRD:	@ALLCALL	HELLO	NET	PSE	QSY	14300♢	のような形になりま
す。

グループコールサイン

「@」で始まり最⼤8⽂字の英数字からなる、独⾃のコンパウンドコールサイン
形式です。設定にグループ名を追加した局同⼠のみ、そのグループ宛メッセージ
が「⾃分宛」として扱われます（グループ未登録の局にもバンドアクティビティ
上には表⽰されますが、指向性としては扱われません）。



組み込みのグループコールサインとして、⼤陸別（@DX/NA等）、ITUリージョン
別（@REGION/1等）、汎⽤グループ（@GROUP/0〜9）、運⽤⽬的別グループ
（@NET,	@CQ,	@HB,	@QSOなど）、特殊グループ（@JS8NET,	@APRSIS,	@RAGCHEWな
ど）、追加グループ（@EMCOMM,	@ARES,	@SOTA,	@POTAなど多数）が⽤意されていま
す。これら組み込みグループは標準コールサインと同等の効率で送信できます
が、カスタムグループは送信に1フレーム余分に必要です。

@JS�NET	と	@APRSIS

スポッティング⽤の特殊グループです。これらのグループ宛メッセージを受信し
た局は、その内容をJS�NETスポッティングサーバーに転送します。@APRSISは
APRS-ISゲートウェイへメッセージをスポットする実験的機能で、位置情報をス
ポットするGRIDコマンドと、⽣のAPRSパケットを送るCMDコマンドが使えます。
これらのグループは⾮標準扱いのため通常のグループ⼀覧には追加できません
が、送信メッセージとして直接⼊⼒‧保存して使うことは可能です。

指向性コマンド
AUTO応答が有効な局に対し、⾃動応答を促す指向性コマンドが⽤意されていま
す。基本形式は	[コールサイン]	[コマンド]	です。

SNR?	-	信号強度の問い合わせ
GRID?	-	グリッドロケーターの問い合わせ
INFO?	-	局情報の問い合わせ
STATUS?	-	ステータスメッセージの問い合わせ
HEARING?	-	どの局が聞こえているかの問い合わせ
>[メッセージ]	-	メッセージの中継依頼（宛先局が完全受信するとACK応答を
返す）。複数のコールサインをつなげることで多段中継が可能（例:	
KN4CRD>DR4CNK>HELLO!	はDRÑCNK経由でKNÑCRD
へ、KN4CRD>DR4CNK>J0Y>HELLO!	はKNÑCRD‧DRÑCNK経由でJÕYへ届く、と
いった形）。中継されたメッセージに含まれるSNR/INFO/GRID/MSGなどの
コマンドにも局は応答し、中継経路を逆にたどって返信します。
MSG	[メッセージ]	-	受信箱（Inbox）への保存依頼。相⼿局のコールサインを
右クリック→「View	Message	Inboxɉ」で閲覧できます。
MSG	TO:[コールサイン]	[メッセージ]	-	指定した別の局が後で取得できるよ
う、中継局にメッセージを保存する依頼。ディスク上に永続保存さ
れ、QUERY	MSGSコマンドで後から取得できます。
QUERY	CALL	[コールサイン]?	-	指定局と直接交信可能かの問い合わせ。可能な
局は”YES”とSNRレポート付きACKを返します。
QUERY	MSG	[ID]	-	指定IDの完全なメッセージの配送依頼
QUERY	MSGS	-	⾃分宛に保存されているメッセージの配送依頼（未配送メッ
セージの最古のIDが返答に含まれる）
AGN?	-	直前のメッセージの再送要求
SNR	-	信号レポート送信
INFO	-	局情報送信
GRID	-	詳細なグリッドロケーター送信（PSKReporterやJS�NETでの地図表
⽰⽤）

1送信サイクルで送れる短縮メッセージ（標準コールサインの場合）:	QSL?（受
信確認の問い合わせ）、QSL（受信確認）、YES、NO、HW	CPY?（了解状況の確
認）、RR（了解）、FB（Fine	Business）、TU（Thank	You）、73（よろし
く）、SK（交信終了）、DIT	DIT（交信終了）
メッセージ例:	DRÑCNKに局情報を尋ねる場合:

DR4CNK	INFO?

⾃動応答が有効なら、DRÑCNKからは次のような返信があります:



DR4CNK:	KN4CRD	INFO	50W	VERT	IN	THE	SOUTH	OF	FRANCE

DRÑCNK経由でOH�STNに中継メッセージを送る場合:

DR4CNK>OH8STN>HELLO	JULIAN!

各ホップで送信元局のコールサインがメッセージに追記される仕組みです。

Inbox（メッセージの保存と取得）
指向性メッセージング機能により、中継局でのメッセージ保存‧取得に以下の3
つのコマンドを使⽤できます。

MSG	TO:	[コールサイン]	[メッセージ]	-	指定コールサイン宛のメッセージを中
継局に保存
QUERY	MSGS	-	⾃局宛に保存されたメッセージの有無を問い合わせ
QUERY	MSG	[ID]	-	特定のメッセージを問い合わせ

AUTO（⾃動応答）
AUTOが有効な間、SNR?、INFO?、GRID?などの指向性問い合わせに⾃動で応答し
ます。無効時は、応答内容を送信メッセージ欄にバッファリングし、⼿動送信を
待ちます。中継応答の責任を負いたくない場合は、AUTO有効時でもリレー機能
だけを設定でオフにできます。

LOG（交信記録）
メインメニューからログ機能を利⽤できます（Fǥキーでも起動可）。ソフト
ウェアはログ項⽬を⾃動でできる限り埋めますが、⾃由⽂QSOのため⼀部⼿動
⼊⼒が必要な場合があります。ログはJS8Call.logとJS8Call.adifとしてログ
ディレクトリに保存されます（メニューの「File→Open	log	directory」で場所
を確認可能）。現在、ADIF規格に沿ってMFSKモード‧JS�サブモードとして記
録されますが、設定でモードを「DATA」として記録するオプションもありま
す。ログ記録後は、既定で選択中の指向性コールサインが⾃動解除されます（設
定で変更可）。

SPOT（コールサインスポッティング）
SPOTを有効にすると、受信した（あるいは他局から⾃局が受信された）コール
サインを「JS�Call」モードとしてPSKReporterに報告します。6⽂字以上の
GRIDコマンドもスポットされるため、最も正確なスポットのためにグリッドロ
ケーターは6〜12桁で設定することが推奨されます。

HB（Heartbeat：⾃動ビーコン送信）
⼀定間隔で⾃動送信するHeartbeat機構です。モードメニューの「Enable
Heartbeat	Networking」で有効化すると、画⾯左下にHBボタンが表⽰されま
す。⾃局のグリッドを@HBグループ宛に送信します（例:	KN4CRD:	@HB	HEARTBEAT	
EM73♢）。
送信間隔はコントロールメニューまたはHBボタンの右クリックから変更で
きます。
QRM防⽌のため、Heartbeatは500Hz〜ÙÕÕÕHzのランダムな未使⽤オフセッ
トで送信されます（設定で任意の場所での送信も可能。160mや630mなどの
低いバンドで有⽤）。
AUTO応答が有効で「Send	Heartbeat	Acknowledgements」を選択している
と、他局のHeartbeatに対してACK応答を送り、⾃局が聞こえていることを
相⼿に知らせます。これは軽量なHeartbeatとして機能し、⾃局のHeartbeat
タイマーもリセットされます。
Heartbeatの⽬的は伝搬状況のレポートではなく、コールアクティビティ



（受信リスト）を充実させ、交信可能な相⼿を把握しやすくすることです。
Heartbeatは会話開始のためのものではなく、「ネットワークに参加する」
ことでリレー経路の把握やメッセージ保存（Inbox）が可能になる、いわば
⼟台の仕組みです。
Heartbeat中に、聞こえている他局宛のメッセージがある場合はHEARTBEAT	

SNRとして通知されます（例:	KN4CRD:	KM4ACK	HEARTBEAT	SNR	-12	MSG	
32♢）。これをQUERY	MSGコマンドで取得できます。
QSO中（受信メッセージウィンドウにメッセージが表⽰されている間）は
HBタイマーがリセットされ、QRMを防ぎます。バージョン2.4.0以降は、パ
スバンド内でMSGングのアクティビティを検知すると⾃動HB	ACKを無効化
する「インテリジェント」処理があります（Mode/RepeatボタンのACK表⽰
がオフになることで確認できます）。
無⼈⾃動送信は管轄地域の規則に抵触する可能性があるため、局の制御点に
いる時のみ⾃動送信するのが安全です。設定でアイドルタイマーを設定すれ
ば、マウス‧キーボード操作がない場合にHeartbeatを⾃動停⽌できます。

注:	HBは帯域効率とHBネットワークとの互換性のため、Slow/Normal/Fastのみ
で利⽤可能です。JS�	ÑÕとJS�	ÖÕではHB機能⾃体が無効化され、ボタンも表⽰
されません。

CQ（CQ呼び出し）
既定のCQメッセージは「CQ	CQ	CQ」ですが、設定で変更可能です。1フレーム
で送信可能なメッセージ形式には以下があります:	CQ	CQ	CQ、CQ	CQ、CQ、CQ	

CONTEST、CQ	FIELD、CQ	FD、CQ	QRP、CQ	DX

これらの形式では4桁のグリッドも同⼀送信サイクル内でエンコードできます
（例:	CQ	CQ	CQ	EM73）。これらの形式で始めれば⾃動的に指向性メッセージ
（⾃局コールサイン付き）として送信されます。追加の⽂⾔をつけることも可能
です（例:	CQ	QRP	500MW	CQ?）。これらの形式から外れると、指向性メッセージ
にはならず、グリッドも⾃動付加されず、コールサインは⾃分で⼊⼒する必要が
あります。
CQボタンを右クリックし、繰り返し間隔を設定することで、メッセージを受信
するまでCQを⾃動的に繰り返し送信することもできます。

REPLY（CQへの応答）
既定の応答メッセージは「HW	CPY?」です。カスタマイズも可能ですが、多くの
局は1回の15秒送信で収まる内容で応答します。交信例:

→	KN4CRD:	CQ	QRP	EM73♢

←	DR4CNK:	KN4CRD	HW	CPY?♢

→	KN4CRD:	DR4CNK	SNR	-12	TU	4	CALL	QSL?♢

←	DR4CNK:	KN4CRD	RR	-22	FB	INTO	GO28	GUD	QRP	DX!♢

設定（Configuration）

無線機（CAT‧PTT制御）
「PTT	Command」という上級者向け機能があり、外部スクリプトを実⾏してリ
グのPTTを制御できます。任意のコマンドラインスクリプトを実⾏してPTTライ
ンを切り替えることが可能で、コマンド中の%1部分はPTTの状態（on/off）に置
換されます。%1を含めない場合は、コマンド末尾に⾃動的に”on”/“off”が付加さ
れます。



例:	PTTコマンドを/usr/bin/ptt	%1と設定した場合、送信開始時
に/usr/bin/ptt	"on"、送信終了時に/usr/bin/ptt	"off"が実⾏されます。
Raspberry	Pi/DRAWSなどGPIOでPTT制御する場合に特に有⽤です。

オーディオ（サウンドカード）
⼊⼒‧出⼒それぞれ個別のデバイスを選択でき、モノラル∕ステレオも選択可能
です。良好なデコードのための調整⼿順の概要:
1.	 ⼊⼒に使うサウンドカードデバイスでマイクアンプが無効になっていること
を確認（通常OS側で設定）。⼊⼒レベルは100%に。

2.	 信号のない静かな周波数にVFOを移動
3.	 リグのAFゲインを最⼤に設定
4.	 Sメーターが0を⽰すまでRFゲインを調整
5.	 RFゲインだけで下がりきらない場合はアッテネーターを使⽤（多くのアッテ
ネーターは-10〜-15dB程度）

6.	 それでも不⼗分な場合は⾮常にノイズの多い環境の可能性があり、AFゲイン
でさらに調整し、アプリのメーターで30〜60dB程度に収める

周波数（呼び出し周波数とバンドホッピング）
標準FT�周波数から±4〜8kHz程度で運⽤されることが多く、WSJT-X運⽤者との
混信を避けるため、標準FT�周波数そのものの使⽤は避けるべきとされていま
す。推奨周波数例:

バンド 周波数 間隔 上/下
ÙÖÕM Ù.�ÑÔMHz ÔkHz 上
�ÕM Ø.ǥʆ�MHz ǥkHz 上
ÑÕM ʆ.Õʆ�MHz ÑkHz 上
ØÕM ÙÕ.ÙØÕMHz ÖkHz 下
ÔÕM ÙÑ.Õʆ�MHz ÑkHz 上
ÙʆM Ù�.ÙÕÑMHz ÑkHz 上
ÙǥM ÔÙ.Õʆ�MHz ÑkHz 上
ÙÔM ÔÑ.ʇÔÔMHz ʇkHz 上
ÙÕM Ô�.Õʆ�MHz ÑkHz 上
ÖM ǥÕ.ØÙ�MHz ǥkHz 上
ÔM ÙÑÑ.Ùʆ�MHz ÑkHz 上

JS�Callはパスバンドの下500Hzを送信から除外しているため、これらの周波数
がJTʇ周波数に近くても、JTʇの同時運⽤25局分程度のスペースは確保されてい
ます。
ÔÔÕÕm、ÖØÕm、ÙÙm（CB）、Ôm超のバンドについては、地域ごとの特殊な
ルールがあるため推奨周波数を定めていません。運⽤者間の調整が必要です。あ
くまで「推奨」周波数であり、VFOがある以上⾃由に周波数を選べますが、他の
通信への混信を避けるよう配慮が求められます。JS�Callはどの周波数への⼿動
送信も制限しません。テスト運⽤のスケジュール調整にはgroups.ioのメーリン
グリストが利⽤できます。
⾮標準周波数への送信には、設定の周波数リストを編集するか、画⾯左上のバン
ドのドロップダウンに直接⼊⼒する⽅法があります。周波数リストを右クリック
して「Reset」を選ぶと推奨値に戻せます。

保存メッセージ（マクロ）



よく使うメッセージをボタンから送信できます（設定画⾯で編集可能）。⻑い
メッセージは送信に時間がかかる点に注意してください。保存メッセージには以
下のマクロ変数（<>で囲まれた語）が使え、CQやReply、INFOなどの設定済み
メッセージにも適⽤されます。

<MYCALL>	⾃局コールサイン
<MYGRID4>	⾃局4桁グリッド
<MYGRID12>	⾃局拡張グリッド（最⼤12桁）
<MYINFO>	⾃局情報メッセージ
<MYCQ>	⾃局CQメッセージ
<MYHB>	⾃局HBメッセージ
<MYREPLY>	⾃局応答メッセージ
<MYSTATUS>	⾃局ステータスメッセージ
<MYVERSION>	⾃局JS�Callバージョン
<MYIDLE>	⾃局アイドル時間
<CALL>	選択中のコールサイン
<SNR>	選択中局のSNR
<TDELTA>	選択中局とのタイムデルタ

Tips	&	Tricks（運⽤のコツ）
1.	 マナーとして、CQを聞いたら⾃分からCQを出す前にまず応答を試みましょ
う。CQが聞こえなければ⾃分からCQを出しましょう。

2.	 QSOの⼀例:

→	KN4CRD:	CQCQCQ	EM73♢

←	DR4CNK:	KN4CRD	SNR	+01	GOOD	SIGNAL♢

→	KN4CRD:	DR4CNK	SNR	-12	TU	4	CALL	RIG	IS	KX2	5W	DIPOLE♢

←	DR4CNK:	KN4CRD	RR	-22	FB	KX3	100W	VERT♢

→	KN4CRD:	DR4CNK	RR	FB	REALLY	ENJOYING	THE	CHAT	MODE...（自由に続

けられます）

→	KN4CRD:	DR4CNK	73♢

→	KN4CRD:	@ALLCALL	QRZ?♢

3.	 コールアクティビティで局を選択していれば、応答メッセージに⾃分のコー
ルサインを⼊⼒する必要はありません（⾃動的に付加されます）。

4.	 相⼿と同じ周波数オフセットで応答する必要はありませんが、他局のオフ
セット外から呼びかける場合はメッセージ冒頭に相⼿のコールサインを含め
る必要があります（そうすることで相⼿の⻩⾊い指向性ウィンドウに表⽰さ
れます）。

5.	 指向性メッセージは標準FT�フレームと同じくらい効率的にデータを詰め込
めます。例えば以下はすべて1送信サイクルで収まります:	 KN4CRD/P:	CQCQCQ	
EM73、VE3/KN4CRD:	CQ	QRP	EM73、KN4CRD:	@ALLCALL?、DR4CNK:	KN4CRD	

SNR	+15、DR4CNK:	KN4CRD	AGN?

6.	 CQへの応答には、コールアクティビティウィンドウで相⼿のコールサインを
ダブルクリックし、指向性コマンドまたは⾃由⽂を⼊⼒します。

7.	 いつでも⾃由⽂を送信できます（これがJS�Callの発想の原点です）。モー
ルス符号や無線略語（プロサイン）、PSKØÙの略語なども活⽤できます。た
だし、独⾃の略語を多⽤すると、変換効率がかえって悪化することがありま
す（⼀般的な単語は少ないビット数にエンコードされるため、通常の英単語
をそのまま使う⽅が結果的に速く送信できる場合があります）。



8.	 JS�Callは運⽤者に対する制約を最⼩限にしています。免許や管轄地域の
ルールを守る（あるいは破る）かどうかは、あくまで運⽤者⾃⾝の責任で
す。

よくある質問（FAQ）
JS�での交信とは何を指しますか？	アマチュア無線の交信とは、2局間での情報
のやり取りを指します。最⼩限の情報交換でも、1時間に及ぶ雑談（ラグ
チュー）でも構いません。アワードやコンテストの対象とする場合は、それぞれ
の規約が定める要件に従う必要があります。コールサイン、信号レポート、名
前、位置、リグの情報、天候など、交わすとよい情報の例です。JS�の⾃由⽂機
能を活かすことが本来の価値であり、グリッドと信号レポートの交換だけなら
FT�の⽅が適しているかもしれません。
リレー/ACKメッセージ末尾のランダムな3〜6⽂字は何ですか？	メッセージが正
しく完全に届いたかを確認するためのチェックサムです。受信局が完全に受信で
きた場合、このチェックサムは表⽰されません。
⽂字によって送信時間が違うのですか？	はい。使⽤頻度に応じて3〜19ビットの
可変⻑エンコードがされており、頻出⽂字ほど短いビット数です。例えばスペー
スや”E”は約2.5ビットで、1送信で約22⽂字送れます。⼀⽅”{“のような⽂字は約
14ビットで、1送信で4⽂字程度しか送れません。
JS�Callの送信速度は？	Normalモードは標準FT�と同じ15秒サイクルですが、
可変⻑エンコードにより1フレームで最⼤22⽂字程度を送信でき、平均的な⽂章
では概ね15WPM前後になります（ケースにより10〜24WPM程度）。
ÜÝ〜ÞÝWPMは会話には遅すぎませんか？	伝搬状況が良ければ⾼速モードを使う
べきですが、コンディションが悪い（例えば太陽活動極⼩期など）場合は
JS�Callが良いバランスとなり得ます。FT�変調は理論上2500Hzノイズフロアか
ら-24dB程度まで復調可能とされ、これは⾼速な他モードにはない強みです。開
発者は「まったく通信できないよりは、ゆっくりでも通信できる⽅が良い」とい
う考え⽅を掲げています。
JS�Call	Relay	Challengeとは？	リレーコマンドを使ってメッセージを何⼤陸に
またがって往復させられるかを競う、⾮公式の親善企画です。1つの⼤陸から他
の3⼤陸（NA,	SA,	EU,	AF,	AS,	OC,	ANのいずれか）にメッセージを中継し、元の
局までACKを返すことに最初に成功したチームに賞品が贈られる企画として案内
されています（各局のログ、可能であれば写真‧動画記録の提出が条件）。
HeartbeatモードはアメリカのFCC規則（⾃動制御デジタル局に関する規則）に
抵触しませんか？	アメリカの運⽤者向けにARRLの規則ページが参照先として案
内されています。制御操作者が運⽤に責任を持つという前提のもと、ソフトウェ
アは⼈間の存在を前提とする設計（HBは既定でオフ、ウォッチドッグタイマー
機能など）になっています。⾮⾃動局からの問い合わせへの応答は、該当する規
則の例外規定に該当するとされています。局を離れる際はHBの繰り返し送信を
オフにすることが推奨されていますが、AUTOはオンのままにしていても、それ
は⾮⾃動局からの問い合わせにのみ応答する形になるため問題ないとされていま
す。
メッセージ中継（>）はFCC規則に抵触しませんか？	中継局（リピーター、定義
40）は同⼀信号を異なる周波数で同時に再送信する局を指しますが、メッセー
ジ転送システム（定義32）はFCC規則97.219で明⽰的に許可されています。JS�
のメッセージ中継は同⼀信号を⾃動的に再送信するのではなく、新しいメッセー
ジ（元メッセージ、チェックサム、中継経路を含む）を新たな無線信号として作
成‧転送する「メッセージ転送システム」として協調動作する、という説明がさ
れています。



@ALLCALLに応答が返ってこないのはなぜ？	以前のバージョン（FT�Call時代）
にあった@ALLCALL?への⾃動SNR応答機能は、バージョン0.7以降HBとACKの仕
組みに置き換えられました。同様の情報を得るには@ALLCALL	QUERY	CALL	[コー

ルサイン]?を使⽤します。
他局のHeartbeatにACKが返らないのはなぜ？	AUTOを有効にし、かつHBボタ
ンを右クリックして「Send	Heartbeat	Acknowledgements」を選択する必要が
あります。
JS�Callを複数同時に起動できますか？	可能です。コマンドラインで-r/--rig-
nameフラグを使うと、インスタンスごとに設定‧ログファイルを分けられます
（例:	js8call	--rig-name	FT817）。Windowsではショートカットのターゲッ
ト欄に--rig-name=FT817のような引数を追加することで対応できます。
グループコールサインでネットを運営できますか？	可能です。使⽤するグルー
プコールサインを告知し（独⾃グループが不要であれば@NETで⼗分）、参加局
全員がそのグループを設定に追加する必要があります。SNR?コマンドをグループ
宛に送ることで、チェックイン局を効率よく記録できます。
デコーダー感度の設定は何をしていますか？	デコードサイクル中にどれだけの
時間をデコード処理に費やすかを決める設定です。1x（Ù回のbelief
propagationパス）、2x（Ù回⽬でデコードした信号を差し引いて再試⾏）、
Øx‧Ñx（順序統計を⽤いたbelief	propagationによる複数回の差し引きパス）と
段階があります。低スペック機やCPUが追いつかない場合は感度を下げる必要が
あるかもしれません。順序統計を使う⾼感度設定ほど「誤デコード」（ノイズが
同期パターンとチェックサムにたまたま⼀致してしまう現象）の可能性も⾼まる
ため、誤デコードを避けたい場合は1xや2xへの変更が推奨されています。
寄付はできますか？	開発者はアマチュア無線コミュニティへの時間の寄付とし
てこのプロジェクトに取り組んでおり、⾦銭的な対価は求めていません。寄付し
たい場合は、⾚⼗字、救世軍、地元のアマチュア無線クラブなど、地域の慈善団
体への寄付が推奨されています。
WSJT-X開発チームはJS�Callをどう⾒ていますか？ 	公式な⾒解は特に聞いてい
ないとのことですが、開発初期（2018年2⽉）にJoe	Taylor(KÙJT)から返信があ
り、「現時点での関⼼は薄いと思うが、新しいことへの挑戦を思いとどまらせる
つもりはない」という趣旨のコメントを受けたことが紹介されています。

トラブルシューティング
困ったときは、JS�Callのメーリングリストやgithub	Discussions、または開発
者への直接連絡（knÑcrd@gmail.com）が案内されています。3.0.0以降は設定
画⾯に「Diagnostics」タブが追加されており、不具合報告時にはその情報の提
供を求められることがあります。

よくある問題と対処
JS�Callが起動しない	サポートされているOSかどうか、オーディオデバイスを
占有している他のプログラム（過剰に反応するアンチウイルスソフトなど）がな
いか確認してください。Windows	Defenderを使⽤している場合は、JS�Callを
ホワイトリスト登録するか、Defenderを⼀時的にオフにする必要がある場合が
あります。
ウォーターフォールに信号は⾒えるがデコードできない 	本当にJS�Call信号
（FT�信号ではない、両者は⾮互換）かどうか、JS�Call⽤の周波数にいるかを
確認してください。USB（上側波帯）モードになっているか、時計がUTCから2
秒以内に同期しているかも確認し、WSJT-Xを同時に起動していないかも確認し
てください。



ウォーターフォールに何も信号が⾒えない	リグからの受信オーディオ、JS�Call
のオーディオ設定（OSのプライバシー設定でマイクへのアクセスが許可されて
いるか、レベルが適切か）を確認してください。JS�Call⽤の周波数にいるかも
確認しましょう。JS�Callはまだ開発途上で運⽤局数がFT�等に⽐べ少ないた
め、受信範囲内に誰もいない可能性もあります。PSKReporterでバンド上の運⽤
状況を確認するとよいでしょう。それでも⾒えない場合は、(1)	受信系統の不具
合、(2)	そのバンドで運⽤中の局がいない、(3)	伝搬状況が良くない、のいずれか
が考えられます。
リグが送信しない	リグへの送信オーディオを確認してください。JS�Callのオー
ディオ設定を確認し、リグを外してヘッドホンやスピーカーで出⼒を試し、
TUNEボタンでトーンが聞こえるか確認します。聞こえなければオーディオの問
題、聞こえればトランシーバー側の問題です。PTTの設定（またはVOX）を確認
し、設定画⾯のPTTボタンでキーイングできるか（緑になるか）テストできま
す。オーディオはリグに⼊っているのにRF出⼒がない場合は、デジタルゲイン∕
TXゲイン∕マイクレベルの設定を確認してください。それでも解決しない場合
は、FMやCWモードに切り替えてキャリアが送信できるか確認し、リグ⾃体の動
作を確認しましょう。

不具合報告
不具合はGitHubのissueトラッカーから報告できます。

API定義
JS�CallはUDP∕TCP経由で提供されるJSON	APIを備えています。詳細はGitHub
上のドキュメントで公開されています。

技術的な実装について
JS�Callは活発に開発が続いているため、技術的な実装の詳細は変更される可能
性があります。以下は現時点の概要です。

変調⽅式（Modulation）
JS�CallはJS�変調をデータ伝送の基盤として使⽤しています。WSJT-Xの派⽣物
であるため、WSJT-X開発チームによるFT�モードの実装を⼤きく活⽤していま
す。

速度 送信⻑ トーン数/シン
ボル数 ボーレート トーン間隔∕

帯域幅

SLOW 25.28秒 8	/	79 3.125ボー Ø.ÙÔǥHz	/
ÔǥHz

NORMAL 12.64秒 8	/	79 6.25ボー Ö.ÔǥHz	/	ǥÕHz
FAST 7.9秒 8	/	79 10ボー ÙÕHz	/	�ÕHz
JS�	ÑÕ 3.95秒 8	/	79 20ボー ÔÕHz	/	ÙÖÕHz

JS�	ÖÕ
実験的（仕様
未公開、変更
の可能性あ
り）

Normal速度はFT�に最も近い実装で、後⽅互換性のために7トーン×3ブロック
の7xʆコスタス配列を同期に⽤いています。Fast、JS�	ÑÕ（旧Turbo）、Slowの
各速度では、各ブロックがそれぞれ異なる7xʆコスタス配列を送信する⽅式と
なっており、より⾼精度な同期が可能です。



AWGN環境下‧他条件が同じと仮定した場合の相対感度（Normalを基準）:	-
Slow:	Normalより約+3dB⾼感度	-	Fast:	Normalより約-2dB低感度	-	JS�	ÑÕ（旧
Turbo）:	Fastより約-3dB、Normalより約-6dB低感度

プロトコル
JS�Callのプロトコルは、基盤となる伝送層の上位に位置します。実装の多くは
「FT�Call	Design」という設計⽂書に着想を得ており、原案からいくつかの変更
が加えられています。
メッセージは送信間隔（フレーム）単位で送信され、各フレームは以下の6種類
のいずれかに分類されます。
1.	 Heartbeat（ハートビート）
2.	 Compound	Callsign	Partial（コンパウンドコールサイン‧パーシャル）
3.	 Compound	Callsign	Directed	Command（コンパウンドコールサイン指向
性コマンド）

4.	 Directed	Command（指向性コマンド）
5.	 Data	Huffman（ハフマン符号データ）
6.	 Data	Dictionary（辞書符号データ）
さらに各フレームには送信フラグが付与され、以下のいずれかを⽰します。
1.	 Default	Frame（通常フレーム）
2.	 First	Frame（送信の先頭フレーム）
3.	 Last	Frame（送信の最終フレーム）
4.	 Flag	-	Reserved（将来利⽤のための予約）
加えて、コールサイン、コールサインのプレフィックス∕サフィックス、信号レ
ポート、グリッドに対する専⽤エンコーディングが定義されています。
Heartbeatフレーム:	Heartbeatタイプ（HeartbeatまたはCQ）、コンパウンド
コールサイン、グリッドで構成されます。
Compound	Callsign	Partial:	コンパウンドコールサインを含む局とのやり取り
で、2フレーム構成の送信の1フレーム⽬として使われ、指向性コマンドの「送
信元（from）」部分をエンコードします。コールサイン、4⽂字の英数字プレ
フィックス∕サフィックス、グリッドまたは数値（SNRやPWR）を含みます。
Compound	Callsign	Directed	Command:	上記のパーシャルフレームの特別な
ケースで、数値部分が指向性コマンドをエンコードします。2フレーム構成の2フ
レーム⽬として使われ、「宛先（to）」部分をエンコードします。コールサイ
ン、4⽂字の英数字プレフィックス∕サフィックス、指向性コマンドを含みま
す。
Directed	Command（標準コールサイン）:	標準的なコールサインの場合、1フ
レームで指向性コマンドを送信できます。送信元コールサイン、宛先コールサイ
ン、指向性コマンド、数値を含みます。
データフレーム:	⻑⽂メッセージの基盤となる75ビットフレームで、可変⻑エン
コードによって⽂字データを可能な限りコンパクトに詰め込みます。データフ
レームには2種類あります。	-	⾮圧縮:	ハフマン符号を⽤いて⽂字データにすべて
のビットを使⽤	-	圧縮:	単語レベルで(s,c)-Dense	Codeという⽅式により圧縮
可変⻑エンコードのため、パディングビットが必要になる場合があります。使⽤
頻度の⾼い⽂字ほど少ないビット数で表現される、改良版ハフマン符号が⽤いら
れ、別の⽂字セットへの切り替えにも対応しています。
コールサインのエンコード:	標準コールサインは28ビットでエンコードされます
（EME	ÔÕÕÕ⽅式に準拠）。コンパウンドコールサイン（最⼤11⽂字）は50ビッ
トでエンコードされます。1フレームのペイロードは75ビットしかないため、標
準コールサイン（28ビット）とコンパウンドコールサイン（50ビット）を1フ



レームに同時収容することはできず、コンパウンドコールサイン宛の送信は2フ
レームに分割され、指向性コマンドは2フレーム⽬の余⽩部分にエンコードされ
ます。
プレフィックス∕サフィックス:	4⽂字の英数字を21ビットでエンコードし、プ
レフィックスかサフィックスかを⽰す1ビットのフラグが付きます。
グリッド:	15ビットでエンコードされます（WSJT-Xのプロトコル⽂書に準拠した
⽅式）。

今後の展望
JS�Callは、FT�の頑健性とメッセージング‧ネットワークプロトコル層を組み
合わせる実験の途上にあります。今後検討され得る拡張のアイデアとして、以下
が挙げられています。
SRARQ（選択的再送要求）:	送信中に失われたフレームの⾃動再送を活⽤
し、現在⼿動で使われる「AGN?」コマンドより少ない送信回数での再送を
可能にする構想
蓄積転送型ルーティング:	保存されたメッセージを⾃動的に宛先へ「近づけ
る」よう転送する仕組み
遅延耐性ネットワーキング:	疫学的複製（epidemic	replication）の⼿法を⽤
い、⾮常に遅延‧断続的な経路を通じて⾃動的にメッセージを宛先へ収束さ
せる仕組み
⾃動中継ルーティング:	ネットワークグラフを活⽤し、宛先へのスマートな
リアルタイムルーティングを⾏う構想
コールサイン認証:	公開鍵によるチェックサムを⽤いてメッセージの真正性
を検証する仕組み
厳密な時刻同期を必要としない同期⽅式:	フレーム間の休⽌時間を不要にす
ることも視野に⼊れた構想

付録A:	符号表について
原⽂にはハフマン符号（⽂字の出現頻度に基づく可変⻑符号）と(s,c)-Dense
Code（単語レベルの圧縮符号）の技術的な符号表が掲載されています。これは
⾮常に細かい技術データであり、開発リポジトリのソースコード
（jsc.h、jsc.cpp、jsc_map.cppなど）が正式な参照先とされています。おおま
かな傾向としては次の通りです。
最も短く符号化される⽂字:	スペース、E	など（使⽤頻度が最も⾼い⽂字）
次いで短い⽂字群:	T、A、O、I、N、S、H、R	など（英語で頻出するアル
ファベット）
⽐較的⻑く符号化される⽂字:	記号類（{など）や、出現頻度の低い⽂字
（Z、Qなど）

詳細な各⽂字のビット列やビット数は、開発リポジトリのソースコードを参照す
ることが推奨されています。

本ドキュメントは原⽂（JS�Call	User	Guide,	KNÑCRD,	vØ.Õ.Õ）の内容を⽇本語
で要約‧解説したものです。正確な最新情報は必ず公式リポジトリ‧公式ガイド
をご確認ください。


